
近世港町の発展とその転換過程
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近世港町の発展とその転換過程
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近世港町の発展とその転換遇程
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近世港町の発展とその転換過程
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　．大委たけし配勝をる荷服なあうこ・えざ
　聞托゜る’さ手委゜主す廻りなで煙たら
　屋販幕商封れに任しとる船’通積草後に
　十売府品建た船した分こに北常荷・　’大
　六を城流領不主’　　　　　　　　　が離と使海経の木新阪
　軒ひ米通主定以乗つせは用道路調綿春に／

　をきの発の期外組てずでさのの整・早入
　頂う検展貢廻の員”きれ出外を塩々港
　点け査の租船荷の船北ずる航に行・にし
　と’役一米で物給主国’船が’つ畳再て
　し文小段輸あを料（のこ舶お船て表び残
　茜竪塵攣誉例暮総璽鰍1熟輩塁奎露蓼
　百代藤示過ませ売）　　　　　　　　　　が難千る積しで大処

　一長門のか運帆の分集る二越都月
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営所米の品近に一責廻初術そ返田方荷路
業も問些輸代な切任漕旬もこしな物を北

とらな船関海いのる冗らに大二　　　　　　　　　　　　　　国積れ帰

てる藩にたですり（めたた航復地四のく
い゜のとこある’支に゜がすでに月主゜
たま蔵もとつに船配仕ま’る北か上要そ゜

た米な自た北主入立たまご国え旬なし
　’やつ体と前の）て’だとにつにもて
　寛納てがい廻積’にた北季も船て下の’
　政屋組’え船荷積不前節あ囲い関は正
　年米織封よはの荷定廻風るいく港灘月
　　（化建う季外売期船の゜す゜にのを　代
　に脇さ社②節に買廻の影こる以入銘故
　は米れ会゜　　　　　　風船の船船響の場上る酒郷
　北）てにしに頭権で主をよ合の゜やで
　前のきおか支が限あは克うもよこ紙迎
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どし都（は相　 も更顧小小みと最異屋長
売て合船’場大定を客問問な称もに・府
捌はで頭下に問顧認を屋屋らさ多し、生領
き一後）関比屋客め横や（ずれくて魚赤易一ケ継のでしはとな取仲小小てのい羅間
い月荷希知て’すいす買宿問取有る亮関
もい物望る下廻る゜るに）屋扱力が問の
のくのに上関船こ大こは仲か商商’屋営
はら廻し方のがと問と廻買ら品人定・業
時の漕た相時入が屋は船な仲をが額搾株
価倉をが場価港出の許どど買限参の油と
の庫急つはがす来うさの種に定加冥屋し
八料ぐて十あるるちず直々いせし加・て
割を場大日まとがで’接のたずて金唐は’

と合問前り船’も廻取区る’経を物’
そりに屋の安頭そ特船引別ま廻済旅内屋問
の’ とのもいとのに側をがで船的め・屋
他荷り倉のと相他有か厳あこ積にて薬株
の主あ庫でみ談の力ら禁りの荷も営種の
物のえにあたの大な希さ’免の政業屋外
品希ず預つ時上間の望れ入札取治の・、に
に望大りてにで屋はがて港が引的独持鰹
はが問置’は直は十あいし必にに占上節
六あ屋きそすち北六つたた要はもをり仲
・るの’れぐに前軒て゜客で好下藩問買
七と倉相にに見廻のもさ船あ都関権屋店
割き庫場よ上本船北問らとつ合の力・・
とににのり方をを前屋に直たで中か日揚
いは一騰上筋出定大側大接゜あ椎ら限酒
う資時貴方へし顧問に問にしつと保り屋
の金預を筋とて客屋余屋積たたな証船・
がのをまも出販にで程間荷・ががつさ屋造
通貸すつあ．港売すあ重に交つ’てれの酒
例付るてますにるつ大も渉て廻きて十屋
でもこ適りるとこてなぞをこ船たい四・

゜

貸る分でしるさ大あ定るを売屋はり仲
　金゜すな’のれ問る顧もも買株い’使
　の何るい当がて屋の客のつにでうそ・
　割’れこと時普い・はでのはも関あまれ材

　穀てあし幼あつ廻限が屋なるこなぞ・
　物もるた稚るた船り定のか商れいの呉

　蔵　時なが
肥入まに通’
料荷たは信上’

物荷’方方
綿に主荷法筋
な対の主での

以定まみで人は　成服
外請つでもは一こ立店
の問てあ大大萬のの・
廻屋いっ問問問う由瀬
船のてて屋屋屋ち来戸
を変”とのLでを物
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近世港財の発展とその転換過程
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「問屋口銭定」　（主要品目）

品　　目

米雑穀
i繰　　綿
半　　紙

単位

一 石

一 本

一 丸

木綿、たばこ　銀百匁

塩、砂糖　〃
昆布、数ノ子　 〃

〆粕類・〃
塩乾物　〃
生魚薪炭　〃

元文4

銀9分
〃2匁

〃2匁

％

2．5

3．0

3．5

3．5

3．5

5．0

安永2

9分5厘

2匁

2匁

％

2．7

3．0

3．8

4．5

4．5

5．0

文久2

1匁

2匁5

2匁7

％

3．0

3．0

3．8

4．5

5．0

6．0

明治14

売上金
2．25％

竺

4．75

4。95

5．25

（明治14年一西南諸港報告書）

寛いがを関間　割取合が銭及の委
政゜’兼相の萬方締が’のび問托要
年ここ営場廻問役方高商変倉屋販す
代のれしの漕屋LLく品遷庫口売る
に外はて相問株とにな価を金銭まに
は鰹三い異屋以ななつ額あ融をた’

軒買や合用札重運そる1どねと引屋
の・三がしで要上の゜三次てるのは
問唐’多てあな銀も十％表いもあ廻
屋物四か大りも三と六程のるのつ船
株屋十つも’の十に軒度通こでせ荷
が・石たう西は六各ののりとあん主1固質程゜　　　　け南持貫町北もとがつをと
定屋度日を部上をの前のな多て行’小
し・の限し町り取問大がるい’い問’

揚船りたの問立屋問多゜°取’屋
各酒で船例小屋て株屋く商そ引売（
種屋運もも松でて代蛙’品のを買小

株使稼内’よ゜に公宛につ商にがや
もなぎ海一うこ上選の幕て品す成仲
既どをの萬にれ納さ年末もにる立買
に直す運閥大はすれ番の相つたすの
と接る搬屋阪下るてで方当いめれ間
とまに船L相関゜一“一’－1がにてにばに
のた過でが場【　口問口異問倉藩あ
つはぎあこと大　銭屋銭な屋庫規つ
た間なるれ下阪　 銀株歩る口業定て
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近世港町の発展とその転換過程

毛加北全係たつでわも渡屋た物一島知る
利し海確が゜たも＼りこを喜゜産帳’行゜
本た産実なしと正なの実兵この合長切そ
支ののなかかい米く方行衛の定相州手の
藩は四口つしう受’法さ）正期場’米は
及米十銭た’°引正がせが米取L筑はじ
び穀物をとここに米採て案定引と前買め
九取（保みのうよ受用取出期を呼’占は
州引塩証ら米しる引さ引し売行び肥め本’

を乾され会た米のれのた買う’後や藩
北専海れて所藩穀仕る安ものここの売の
陸門産ていの営取法よ定の方との四お萩
諸と物いる問の引もうをで法と帳藩しで
藩し）る゜屋米をつに計あはし合蔵み日
がて雑大す株会行つなつる一た相・米の々
払き貨問なは所いけつて゜正が場の弊立
下た食屋わ廻に／’らたいこ米’は新害会
げ正糧はち船も諸れとくれ受米文穀がす
る米等”相問荷てい゜は引以久を大る蔵問の危米手屋物いう藩決の外元大き知
米屋取険穀の仲会る゜政算仕の年阪い行
をで扱の’大買所゜文時期法物までの切
主あを多海問のは優久代をL産で入で手
とる主い産屋株昼応三に年とはつ札’米
し゜と米物とが’三年こ六い唯づ払大の

のはい機貨くり会は産法分’本れし島月
投北るに類別’所諸物をけ会にたたの下
・機前゜はなで会は荷会実’所陳゜時建旬．

引のに出種’運二所改て時年汀ζに均相均

き納所株のな株立綿会は埋をり産るすて
た屋にが委どか会会所あめ勤’物もる売
も米強廃托はらが所とま合め実会のよ買
の（い止販米でつL称りせる際所でう決
で脇関に売会たつがし無て西のと’に算
あ米心なや所大け設たく残郷取改こ改す
る）をつあ問年らけが’る幸引称う正る
④のもたつ屋寄九ら　’後と右はしししこ

　゜取ち明せに』がてれそに必衛米’たたと
　引’治んはに大たの堂ず門の正売゜と
　’よ運年にあぎいが仕島正（み米買こし
　り営代よまつに’事相米通で及方れた
　もににりりて賑こに場の称あび法はが
　’参も安関きわこかに受網つ諸を広’
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近世港町の発展とその転換過程

尻のケ　　　　　　　　　みの易坐発う収での五国既　　④③②①よで商し展一にす町以

も柳済に幕　栄商北「　　”　　　　　　　　　　　　統胆の荷耳に　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

封彼的な財主つ
建らな商源及て近
的の問業とびき世
特多屋活し小た後
権く株動て問も期
にはでは手屋のの
慣本は彼厚かで下
れ支ならいらあ関
て藩くに保各る商
消各て期護々°業
極地’待を売幕は
的か藩しう上末’
なら内うけ高期北
問出物べてのに前
屋て産くき千は廻
資きをもた分藩船
本た集な問の主を
と在め・か屋一の相
は方てつ株を援手
立商輸たは港助と
場人出゜問堀をす
が層し幕屋金受る
異で’末口助け赤
なあ北期銭用て間
つつ海のの金海関
てた九下確と岸の
い゜州関保しを問
た彼を商にて埋屋゜

らか業汲徴立株
こもけに々収てが
れまめ新とす’中
にたぐ生しる素心
つ下つ面’こ倉で
い関てを幕とをあ
てを特拓末を擢り
は根産い期許設’
節拠物たのざしか
を地をの新れてれ
改と招はして’ら
めし来’いいその
ててし廻地るの代
詳活て船方゜費表
述動く来経ご用が
しする航済のを年
てる交をのよ回番
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近世港町の発展とその転換過程

邑渋浦同
目にで様
堅っもな
くき聞内
評’屋部
決い組矛
致よ立盾
候いのがL　よ計な
と彼画か
烈浦がつ
し問生た
い屋じわ
ボ組てけ
イ立きで
コ相たは
ツ成゜な
トりこい
運候れ゜
動時に問
をは対屋
定’し株
め右ては
て両赤長
い浦間府
るの関領
③者問赤
゜へ屋間
ま問株関

屋での　す乱すしし港わ廻の　金れこて
中はみしるをるて’にれ船株こ融はで廻
に’にか持生た赤天於た入仲う業天は船
易￥讐紡脱闘難蕎誘囎髪薪掻嚢薯
　一れが問こ種で代物れ時、人天地にりを論

市右てら屋と々はに・をに期と保会は発目
中様き赤がもの’　　　　　　　　は売対にの期所下展標

たり領屋た屋手のもる船市係屋迎を関藩
り行伊株の株段一あもの価に株し処の直
とき崎にもにを御つの船をよのた分倉営
糞難莫あ毫唇蟹を婁窪禦藤奮憲整省

会に問たいいたえの
で’屋るうそたよ性
あ幕支大②がきう格
つ府配阪゜な’°が
たのののこい出天幕
と天内勢うで港保末
い保部威し一後年期
え改体のた値に代の
よ革制失状待まの商
うでを墜況・L一た大品゜

大一しにを吊阪経
下阪層て応し上で済
関のかいじ’げはに
で株たくてまて’即
買仲く形大たい大応

た廃め示か闘い場い
積止’すら関つをた
荷さ廻と一若た独か
をれ船い出し独占ら
持てのえ買く占しで
船市載よLは的ては
で場貨うす瀬市きな
大関処゜る戸場たく
阪係分こ船内操株て
にのをれも海作仲’
運大多に増のが間大
送混く比加要行が阪

加方も
しL’
たのは
たみじ
めがめ
に成は
問功中
屋し関

金こ室
がと積
不にな

’足天ど
し保に

　’年設
赤代け
間にら
関はれ
問急た
屋速の
株にで
が発あ
本展る
藩し゜
経てと
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近世港町の発展とその転換過程

がに廻陽長　 つ州つとす諸　命引もちた
ら仕船’州北て’て西な藩以さをのに天
の入の四産前き四き日わの上れすが直保
廻れ戻国と廻た国た本ち領のてるま接の
船て荷’と船こ’の諸’域よ秩なじ交一
積用と近ものと山で藩大経う序どつ渉御
荷意し畿にも、で陽あの阪済な維大たす触
をしての大たあをる物をが大持問りる出
待て求綿阪らるも゜産一そ阪に屋’こL
つおめ作にす゜交下が天のとつを大とで
てきら地振積そえ関直下内のと頂問をは
申’れに向荷して商接の部相め点屋ま’
継何る送けのて中業に台で対てとをず入
す時もりるう’継の交所成的きしだ第津
るでの’がちこす立換L熟関たたし一の
だもは昆一でのる場しとし係も株ぬに廻
け廻塩布部’たこかうし’のの仲い禁船
で船”は銅めとらるてそ外で間てじへ

　　　　た積で入中の品に層戻るあ

め必こ四な長合て商とられな
の要れ国ど崎わも業し解る原
たでらにのにな重にて放よ因
めあは転北送’く要過下さうは
につ夫売海りななぎ関れに’
もた々す産’つ役なのてな北’° のる魚北て割か経’つ海
大す主゜肥陸いをつ済北た北
阪な産こは米く果た的海こ陸
　　　　　　oをわ地う主は
はちかしと北
じ’らたし九
め各直北て州
山地接前山’

すも意北と及
よの義陸でび
うががのあ西
に’高物る日
な九ま産゜本

か問さこ
ら屋らで“つ） には
きが長伊
崩大府崎
そ問領新
う屋内地
とな部と
すみに竹
るのあ崎
動商つ町
き売てi
がをもか
たし問ら
えた屋附
ずり’仲船

” 買が
北仲の出
前買区て
大が別’
問問が周
屋屋乱屋
がをれの
問と’値
屋ば問入
取し屋が
締て株す
方直のま
に接なぬ
任取いう
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近世港町の発展とその転換過程

ばら輸狭　（る加者油種久て薩いが同陽’

本出小か原゜工の業・元’摩゜藩様’
大船向郡く料文業生者寒年大のた内で九
型にきなて）久で産（天か豆黒とをあ州
の積のど’が元あ能板草ら・砂えかり’
廻込もの下二年つ力場・は昆糖ばけ’s四
船むの本関万のてに）千じ布・　’　　　　　　　　　　　　　　　ま北国
がこを藩を数新’比に鰯め・葉万わ前な
寄と特領中千地有し加なた鯨煙延つ廻ど
港が別か継斤会名て工ど五メ草元て船各
す多生らセそ所な原さを島粕・年い積地
るく産もンし一薩料せ輸交・鰹かる荷に
になし米タて目摩がて入易数節ら゜の出
たつて’1出論の不生しでノ・実ま売か
るたい櫨と来見国’足蝋’も子畳現た捌け
だ゜る実し上L分し種隣i長な表し藩きる
けこ場’たつで葉’油藩州ど・た内とこ
のれ合菜交たは煙各を小物の藍薩物とと
輸はも種易馬’草地製倉産北玉長産もが
出’あな活関新のか造かた国な交をに重
入中るど動煙地外らしらる物ど易九紙要
品関⑥のが草のに買’は米産をで州’と
が’°抜進は煙各漁大米・を仕嫉四塩な

ま’て増る’刻もも面炭紙れ’・ど戻き
ら室’加と大のののに・の’そ紙に荷た
な積そし’阪職をで長櫨外さの・輸にの
いなれ’そ’人刻あ州実にち一塩出必で
かどら薩れ京がみる産・北に部・し要あ
らのの長に都二合゜一菜国こは木てなる

る出物求た屋一馬煙とを球州消骨船産こ

に貢下田中へての幕てるて陽が物仕荷ケ
㍉租関紙にと作名末き゜’な大産入す国
北米に・・発送業で期た櫨五ど部をれるの
陸のま木生つす売にも実島に分輸てた長

九輸し骨日⑤要たなりはる゜に’合くに
州送’の本゜なもつ’下櫨ま再琉ものつ

・ をそよ及、葉のた搾関実・た輸球少仲い
　　　　　　煙で市油の・　’出及く買て中除こうび
四けかに淳　草あ中業搾菜文しびな人も
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近世港町の発展とその転換過程

の相一ど弁摩の関売と経は本しと　に国
御成日の礼の意に込い過幾支て下要もと
用候も如及状向来とうを多藩い関すなの
商事心きび況をたいこ略のかつ及るつ地
” を唯・明を正時うと述危らたびにて方
仁偏安利・石視し　’こでし険下　゜毛　’い市
牟へんに・録察た本と問てと関こ利幕る場礼　に　ぜ走・兵　し　上藩　で　題み　損　に　う　藩末　゜間

は半しる・衛てで領弟によ失きし内期
そ左事こ・な帰’西廉さうをたたのの
の衛なとザどつ九市作れ゜覚在遠特下
手門しの・のた月のをな最悟方隔産関
‘代　”み大　゜中豪薩か初せ商地加商
で仁猶に・テそ旬商摩つにね人間工業
あ牟帰て・ンのに。でにた薩ば層交をは
る礼宅’ゲ時は勧送゜摩なで易・結廻゜

な後薩ンの白農りそからあにび船
竹ど’長・困事石産’のらなつ従つの
崎の中両・り情正物薩翌国かた事け来
町講野国・入に一方摩年産つ゜しる航
のゆ半の・りつ郎御藍’藍ただて交を
商え右御・候いと用玉清玉゜が各易坐
人の衛為・°て中をの末のこ彼地商し
で事門筋・彼一野も売領売こらの人て
はとへに、地臼家勤込竹込でが物が待
ああ追は、の石のめを崎みば幕産活つ
るた々少・人日手る依町が幕藩を躍仲
がら付し・情記代中頼の・交末体招し継
国残きも、実L申野さ商渉期制来　’
事念合な、にで川半れ人さ下のし本問
奔な候ら、恐は源左てでれ関周て支屋
走る処ぬ、る’八衛き勤た商隙き藩業

士りくも、’薩を紹そ志安新つ易主で
をL大の、之中薩介し士政生て商的は
もと好ば、れい摩してで四面新人援な
つ述物か、にうにた’も年をしは助く
てべにり、加い送こ薩あでひい下もて
自ててにふろりと摩つあら交関受’
任い今てるの’かのたるい易在け北
するに’に難約ら藍白がたル住て越
る゜至余中難五は方石’薩1’の各及
白明るが野筆十じ役正こ長ト問方び
石石ま滞の紙日ま人一の交を屋面西
のはで在代に間る及郎時易開株に日
考薩大五中尽に9びがにに拓で積本
え摩遍十川し、わ藩御長はつすは極の
は藩の日源難た政用州品いるな的地’

藍損の八しつ当商木質てたくに方
生方亡内郎’て局が綿不そめて乗市
粋係に’な仁薩者下の良のに’出場

の
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　　　　　　　　　　近世港町の発展とその転換過程

しれ株で当体　商なでつ加三　網にすの
たな仲新局の薩人がとけ藤田薩屋はも商
とい間しの経長やらりた平尻長喜未の人
こ゜かい許過交仲’ま゜八の交兵にとた
うから交可は易買実とそが交易衛御しる
に　く　は易や薩にな際めの薩易はの成て明
活て’ル援長つどにて後州仲万こなは石
況’招1助交つがはいも産買延とさ’や
を幕来トを易い出多る薩物藤元でる中中
呈末さをとのて入く　゜長会井年あ可野野
し期れ開り場開しのこ共所又にろく日と
たにた拓つ合かて自うに役兵なう候記は
もは交すけとれそ己し藩人衛つ゜や（相
の数易るそ同たれ資た役立’てこと文容
で多物これ様五ぞ本交人会寺漸れ網久れ
あの産とをで島れを易のの田くは喜四ず
る在には継あ交のか成かも新藩幕申年’
°方問な続る易物け立わと兵庁末候）帰
元商屋かし／eは産たのるに衛のの由に国
治人特なて何中取豪経た大な態下’一し
元が権かいれ野引商過び年ど度関あ白て
年下を容くのと分間をに、寄のも商れ石藩
十関主易こ場同野のみ交と在決業を正庁
二に張なと合様で物る易し方定を人一と
月乗す仕がになつ産と関て商し牛が郎交
下りる事一も在な取’係応人’耳笑馬渉
関ここで層交方が引薩も対が長るわ上す
のんとは困易豪つで長動し一州豪ぬ緋る
新ではな難上商てあと揺・行藩商との間

領険’安と駈晋
曾巌豪潅鍵1熾
火雑新実よ難が
のなしなうし支
手交’い問゜い配
を渉交屋こと人
あを易口のいと
げも事銭ような
た厭業をうだつ
尊わを保にけて
穰ず起証’で進
激にすさ幕はめ
派推積れ藩なて
の進極て体くい
高しさい制てる
杉よはるの’が
晋うみ問も藩’
’作とら屋と政大

険産そ体薩人をざ鳥て

担所で交乗の一一．　，iにつ
をの支易り支例iてた
す仕配契こ配とH関゜
る事人約み人み一の中
豪ととを’たて網町野
商しなま薩るよ喜をの
のてつと摩中いL通白下藩てめ側野で『と行石
に役いる’で半あHはいに
は人るとは左ろ米た対
数の豪こ鹿衛う会しす
多支商ろ児門
く配間ま島’
のをのでのさ
・在う努こ豪ら
方け力ぎ商に

所候．る
副由気頭｝　・・持

取殿を
の様示
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近世港町の発展とその転換過程

つ薩な・日の革は海後て業く指心物致はも
て長し・本一新逆交のい圏し示と会さ申慶
はの’の中的転易ブるのてにす所ずす応

中’商とら地方な藩えはは的交をの防し
野産五のれ方式どでら北一な易推両長て
は物代事木豪で’はれ陸つ活の進巨の国
産会才’戸商新長五て’に動支し頭腹体
物所助五様のし州代一九はは配よがをを
方のの代そ方い藩才歩州毛み人う馬推偲
役運計才の法経の助先の利らたと関出め
人営劃助外に済主らん諸藩れるし応しざ
ににはの話は的導のじ藩のな中て接てる
対当’話合大環で努てと孤い野い方大よ
しつ高にのき境開力いも立゜半る兼細う
てて杉’上いに始でたにしむ左の越工開
一実晋金・’相対し購に積たし衛も荷を港
五利作は・関違処た入過極時ろ門’方仕す
代をの薩にがす薩しぎ的期’が上頭出べ
才求馬に・於ある長たずなをでこ述人さし
助め関も・てる場交蒸’交境きうしとね’
はる開無・大゜合易汽そ易とるしてなば然
近地港い交慶’が船れ計しだたきり大ら
々方論’易応藩慶をが劃てけ藩た’割ず
耳豪と御」相二政応も擁を西損政馬越拠ん
に商と国・始年を以つ夷推日失当関荷はば
接にもに・め十担降て決進本を局を方成幕
しとにも・’月うに北行し商少の中産就薩
39



近世港町の発展とその転換過程

　　　田　　　　な役のは加問応すつがL
　　　申　　　　明割下なし屋のるた憤と一“

　　彰　　　　治を関かた特薩長゜　　　　　　　　　　　　　　　　　激推
　　　一　　　　前果商つの権長府反し奨

　　　の　i　　況ず与に屋な易’』ははが
　　　意　 　　を’え殆株い計軍長一t’
　　　善　　　　生そてんに本画事府時自
　　　　　　　　ずれきど対藩は外藩藩分

　　　　　　　　は近商あ慮所た要隊亡出
40



近世港町の発展とその転換過程

たてても明るする治下然織加
港’目の治゜るこ六関とをわ幕
堀廻今で元こだと年出し改つ末
金船別あ年うけを’張てめて期
助相しるにしで申三所つて一の五
用手て゜一た利し菱をづ’層下’
金の不山商問益た汽設け民の関明
な問都口法屋がて船置ら営活商治
ど屋合県大株なてのせれに況業前
も営に布意にいそ上んて移をは期
徴業こ達L大との海ときさ呈廻の
収がれにに打み碇航すたれし船変
　　　　　　　　　　　　た相遷不解あよよ撃て泊路る
可放りれつと’地のやそ藩も手
能さiばでな北を碇’し主のの
とれi旧株つ前対泊廻て援で伝
なてL藩仲た廻岸地船’助あ統

⑨⑧⑦

「防一
毛長半
利回左
家天衛
乗史門
L’

日

及七記
び　L
防　同
長　右
回
天’
輿

七

つ自と時間の船門との北のる的
た由廃代の’はし司し船海交がな
③競止か廃明たにて頭道易’問゜

争をら止治が追下や開船王屋
　と命のを七つい関胴拓仕政業
　な　じ大．宣年てや　を子使立復の
　る　②申言のまつ選に庁は古・外
　と’小し山たてば同が顧かに
　’下問て口北いん調北みら’
　従関屋い県前るとし海ら廃藩
　来のやる布大①すて道れ藩営
　の萬萬力1達問゜る’積な置米

　口屋なれる位は問問廻つとの
　銭もどは株’の外屋屋船て相米
　は明一各仲旧国株も荷’つ．穀

　きに屋布止固汽越妨産株変交
　ず廻株達で守船北害物以革易
　’漕がとあすが海に肥下の船
　株物一なるる碇のな料の過仕
　仲品取つ゜こ泊帆る）株程立
　間問扱て維とし船との仲でに
　の屋いは新にてが反検間’よ
　運と方じ政つも出対査慣藩る
　営改各め府と疏入陳と習営物
　費称種てとめ菜す情課だの産
　にし東実した薪るを税け米招
　あた縛効ても水妨行のが会来
　て゜のをはのを害いた旧所な
　てか筋も既で供に’め態はど
　いくにつにあ給な明に依組が
41



近世港町の発展とその転換過程

物率・入内らてな戸をにとて下年的た
産か塩総1　’年くでみ空もき関頃な一か
でらな金大自問’仲る家てたをか交層く
あみど額阪ら出三買とがき下中ら易根て
りるで四ヨ持入百は’続た関継は活本’’

とあ百リ船の石な戸出交の港蒸動的問
輸’つ二下を船以い数す易問と汽よな屋
出輸て十ノも舶下と六る貨屋す船り原株
率出’四関たはのい千有物業る・にも因仲
の比こ万二な三小う三様は者こよ’は間
特率と円至い百型゜百で急にとる季’の
にのに’ル居石和下’あ速はは海節日解
循箆誉蟄窪尊蟹墾鞭蕾議薪学南嬰書贅
酒大約金ヲあ上四定入と少8，し送左本伝

警縞讐先茜51魏票／r鵡傘双姦題魅纂

米にて魚゜品問あで主の町下継とるは業
・廻い肥明ハ屋る航と赤や関的なが問の」
砂送る・治九と゜海す間岬を取っ’屋不
糖さ゜生十州はこする関町主引た明資振
類れ輸蝋三又いれるも港の要にた治本を．
もる出・年八いにものの問集安め七のま
同防入砂の瀬な比の三状屋散住に’積ね
様長比糖輸戸がしは十況街地し’八極い
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近世港町の発展とその転換過程

今済すも
当マるの
港サ習も
互ル慣皆
市ナで一
ノリあ貫
盟蕊匙i　i・雑

モいがし
人う ”

薦茎萱

蜜硬と
付問モは

　’屋互鱗
商株ニメ
人が承粕
ノ解諾類
所散ノの
行に事ニ
モなナ十

一 旧りク五
来”貫ノ回近以
弊漕頃上
習物此の
ヲ品習も
脱問慣の

明治13年赤間関輸出入晶別金額表

　米
　i殺　類魚肥（鮮〆粕その他）

食

数

昆

俵

油

生

鰹

鮮

用　鱈
ノ　子

　布
　物
　類
　蝋
　節

　塩
七　島　莚

砂　　糖

煙

紙

酒

草

合　　計

輸　入　輸　出

1，880，000円

595，500

364，000

82，400

48，780

68，080

71，900

52，500

99，760

441，000

76，500

36，600

31，000

139，000

　7，350
207，000

47，500

4，248，470

1，551，000円

512，130

364，000

78，536

48，780

65，527

66，600

52，500

72，220

432，360

71，400、

109，800

30，225

111，960

151，100

20，700

47，800

3，777，238

輸出

輸入％

83

86

100

95

100

96

93

100

73

96

93

303

97

．80
2056

10

101

89

シ屋益は荷引題買で米　は国昆円年大に’

と々六主Lに主あ雑輸きに布をのき消
正改酷百のとなかり穀出わ輸は下輸い費
意称二目損一つら’は入め出九ら出煙分
篤しシ’失四た納北二品てさ州ず高草が
実てテそと六のめ海・に高れにと一は比
ヲそ八れな百はる道二たいる転い万既較
以の百以る目水゜へ％い
テー目下゜L揚北のぞす
セ売位は風で貫海輸のる
サ買ヲ四袋あ目道出他問
レ定減百引つを物品は屋
ハ約ゼ目はては産に四口
洋L・サを莚’かのは・銭
客をレ減一こる取二七（
ノ作バ量枚む時扱二1手

取一速記つ全風て％二）
ル方二帳た部袋問を％は

゜

が売う八述的
　’さ゜千のに
これ北斤馬大
う’海’関き
し鮮道こ刻い
たメ産のみ゜
特粕の代で輸
産は鱈価あ出
物た’はつ率
のいi数四てが
転てノ万’僅
売い子五一か
率四’千ケに
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近世港町の発展とその転換過程

のこ幸船船う国てとのがの益れ人業事論れヲヲノ　゜航’行三’みはた層はか必
をは来碇如一路全わ季そが学東を全く然固明ス’泊キ当汽町れにれ独校西含面て埠
守治ベセハ港船をて一は占病のめ的’i
す六シシ僅二のあき商名し院米たな旧：
る年’ムカ在定げた業儀てそ会町沈来L
問’如ルニツ錨て゜会だきの所民滞のと
屋中之二菜テ設のと話けた他が代状株述
層野ナ至一疏ハ置開くLで埋の町表況仲べ
が県ララ賄羽間港にをあ立公内にを間て
あ令ハハ入前題促根開つ地共有移つ組は
りが従海ノ・が進本催て及施志しづ織い’

上来面用羽ま進的し’び設の’けはる
港海目若ト越だ動なて従素に反全て解が
湾航的干乗・片を対一来倉ま対町き散’
荷路トノ客越附う策百通をわに民たさ問
役汽ス地ノ後かちと般の町すよの゜せ屋
を船ル所揚・なだしの問有こつたしら業
うの船ヲ陸其いすて商屋財とてめかれの
け碇舶専ヲ他でま注務専産と市のした旧
も泊ハ占待廻’で目L用にな衙振’が習

使問ニレ得船頑到るしめしい町が沈頃う
たし近’ル舶蓉らの’るよるの求滞に一
ちた接且所ヲニなは商こう゜一め過は朝
も時ス’ノ以安い赤業ととま人ら程こ一
大のル其利テン゜間のとした民れにれ夕
汽状ヲ軟潤年ジ明関振して’持ておにに
船況欲弱ヲ間’治開興た間明Lいい代改
のをセナ謀ノ時十港策゜屋治にるてるめ
碇さスルル商勢五論をさ業十戻゜問べら
泊し’廻二業ハ年で定ら者二さ例屋きれ
及て畢船過ヲ万三あめにと年れえ株近る
びいニノギ営古月るる十衝に’ばが代も
築る本如ズム不のがな三突は七’独的の
港の港キ’ヲ易一’ど年し’年明占商で
にだノハ然第ナ懇こズに’東か治的業も

運明萎二当目確Eはに業’　　　　　　　　　　　　町同一配はつ
動治靡幾港的信⑤反よ会町岬経部しまた
を十ス分湾トLに対る議有町営のてだ゜
行五ルノニスすよの繁所財なを関き成
い年二障彼’るる守栄を産ど実係た．立’

頃至害ノ而守と奮策設にの施者町せ
赤にラヲ堅シ奮’勢がけ編従しに政ず
間もン被牢テ論三力つ’入来て払を’
関なLルナ彼者菱もぎ春は問そ下各下

弱



近世港町の発展とその転換過程

結屋扱屋屋しか屋をあ木　なるれ輸町が
成組高の（Lな組町え綿明くか’入政こ
を合もみアとか合民ぐ’治、ら港すのれ
せの五のイい一をに下製十新に湾る主を
ま結’組モう致作一関紙七しは施朝流懇
つ成六合ノにしる諭商’年い一設鮮で諭
たを万規）過たと達業製一問洋に貿はす
が決円約でぎ結なLの塩般屋客つ易なる’

議に’をはな論るし復’的組ノいがく必
改し過作こかにと’興養な合笑て北な要
良’ぎりれつ達’十策蚕経のヲも前つも
委五な’以たせ問二と’済結取漸廻てあ
員名か二上゜ず屋名し水不成ル進船きつ
はのつ十問こ’　　　　　　　とのて産況がL的にたた問実たL’屋れ四仲改問な対必こな代゜の
屋行が年口に十買良屋ど策要と改つそで
本委’三銭対数と委組各とでの良てしあ
位員翌月をし回の員合種しあなを下てる
のを年に減ての利をの産てつい計関’°
組選には額’会害指結業’たよる商十し
合出は発す・北合関名成に山゜うこ業七．か
にし百会れ前を係しが同口以ととの年し
反た二式ば大重がて望業県下申と中に’
対゜十を’問ね対問ま組で問合な心は六
すご名あ問屋て立屋れ合も屋せつを朝年
るのにげ屋の結し業るが同組ててし鮮当
反実上るの系局’のに成業合はきめ貿時
対行りに維統は取改い立組のいた’易に
勢委’い持を一引良たし合成る゜そ港は
力員取たでひ従関とつ’準立が先のに圧
とは扱つきい来係問た技則と’にた指倒
の区量たるてのの屋゜術がそこ述め定的
間長も゜見北問範組明の布のれべにさ勢
に指増発込海屋囲合治’改達性はた問れ力
賜碧書難湧・棄繕究皇蕊楚髪羅畢て奮
ま改た時く海銭種成年営’つる物の雑め
れ良゜はな産をにを時業防い申品発貨て
て委そ組る物減よ促のの長て合問達’い
総員こ含とを額つ進赤振米ふせ屋と海た
辞十で員反主してせ間興改れでの問産反
職二四僅対にて千し関を良てあ定屋物対

に対組三譲つの別゜
至し合十らて信でし洲いはつて会八“ずま用あか素るじ
た問を名’たをるし介がめ
゜屋開’四四回た’は’と
そ組い年十十復めいそ不し
こ合て間物物すにざの振て
での問取聞問べな問旨に’
45

　　　　　　1◎噂

高てをう’も合出十
　　　゜守貿のと五
　　　　ら易結米年
　　　　れ港成及頃
　　　　るをがびに
　　　　べ．内促雑は
　　　　く願進穀既
　　　　もすさをに



近世港町の発展とその転換過程

明振市に足で絶め調はし義活銭の分そ実
治興政妥な進して停注たのすのあのの行
　　　　　　’容に意問発る現る一後委前のに協成展
期たたし果し道れ乗す屋展ま状こをの員
　　　　　’路らりべ組にで維と荷組はのめいたの下のす組得市通れだき合即に持は主合改
関関る合ら民行ずしでが応’なを誰か加良
問税問幹れ外ま”あ一すつ主しら盟委屋引屋部なので町値ろ般るた張も徴者員
業下組をい中制民下う市貿こす異集はに
は’合排ま小限代米゜民易とる存すさ代’

肥の除ま船し表二たの商は四がるらつ
明料発しに主よを千と支と注十なごにて治取言て終にう招石え持は目物かと増問
　　　’つもと集をはをいさ問つな加屋後締権
期法は組て同しし放二得えれ屋たどし組
にのな合い調てて出十てなる組のをて合
な緩か員る者い全し三’い゜合だ定二の
る和な’か゜がる市て年時封こをがめ百組
　　　　　　゜あ人六に建れ中’て三織となからさ少
下ど強市らくこげ気月は的を心そい十化
関を力会になれてを米政排もとれる余を
に建で議こかはの博価府他つしを゜名進

すて’も十のの会が升市を建屋口るえ二
るい政進年で巨社’十政多反組銭に’十
北る府出代あ大排翌三当分動含の’組三　

〆
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